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      　　　　　　　　（小林久高「視点　深層へ」『ソシオロジ』2005年、50巻２号、通巻154号：149－151）
すなわち、著者は「社会的連帯」という変数を参加行動の促進要因として経験的に見出している。この仕事
が第３部と第４部の中心を占めている。
　政治の社会学的研究は、伝統的にはマックス・ヴェーバーの知的伝統を引き継ぐ論点がこれまでは支配的
であった。すなわち、支配－服従関係、支配の正当性の根拠、職業としての政治に求められる責任倫理、等々。
しかし、小林氏の仕事は上の「社会的連帯」というキーワードから容易に推し量ることができるように、デュ
ルケム的発想を持ち込んでいる。これは理論に基づいてそうしたというよりは、データの山のなかから一つ
一つのもつれた糸を計量分析に依拠しつつ解きほぐす過程のなかで生まれた産物なのである。第３部以降で
強調されているように、著者はこうして理論的・経験的に「社会的連帯」が現代政治に大きな役割を現に果
たしているし、そこに民主政治の将来もかかっているとみている。著者の仕事は、かくて現代政治の社会学
的研究のなかで、「デュルケム流の深層社会学」（Th. ファラロ『一般理論社会学の意味』1989）を確立した
仕事として高く評価されるべきであろう。小林氏自身が、故・安田三郎氏の薫陶のもとパーソンズ流の一般
理論から出発して、長い研究歴を経たのち、向後は、社会的連帯それ自身の更なる根拠（小林氏自身の表現
では、「意思決定の深層」）を探求する仕事に向かうであろうことを予感させる。
　現代政治の社会学的研究の課題は、「一寸先は闇」と言われ続けてきた世界の闇を「予測」というかたち
で照射することにあるわけでは必ずしもない。現実の政治は、政治の「花道」（政治意識や連帯の反映とし
ての参加行動とその帰結としての政治）を外れた多くの動きから成っている。「政党支持」という概念一つとっ
ても、かつてD. イーストンが「スペシフィックな支持」と「ディフューズな支持」とに分け、小林氏が「中
核層」と「周辺層」・「矛盾層」に分けて論じた概念用具だけでは処理しきれないものを内包しつつあるよう
に思われる。小林氏はあくまで政治の「花道」を研究対象としているとはいえ、そこから外れた現象自体を
研究するために「連帯」や「生活」という概念を用意している。「自由」「参加」といった他のキーワードに
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比べると、「連帯」概念も十分に明確とは言えないし、とりわけ「生活」概念の明細化についてもまだ追究
の余地がある。「意思決定の深層を問う」上で、「連帯」と「生活」概念の彫琢は、有力な社会学的回路を与
えると期待される。
　小林氏の学風は、「社会理論と社会調査の統合」というスローガンに包含されるとおり「中範囲理論」風
である。マートンが述べた「統合」はConsolidation であり、それは（両者の）結びつきを強める、といったニュ
アンスをもっていた。本研究においては、理論と調査、理論と経験とはそれぞれ相互に十二分に「結びつき
を強め」ていると判断できる。しかし、こうした意味での「統合」はそれだけでは、理論の確証や検証にな
らないのではないかとの思いもおさえがたい。向後の学的テーマが「深層へ」と向かうことが予感される以上、
ますますそうである。将来、この方法的分野においても独自の境地を切り拓かれることを期待して止まない。
　以上、達成された綿密で包括的な議論と概念整理、理論と経験の「統合」を通しての学問的貢献が卓越し
たものであるとの評価にもとづき、本審査委員会は、小林久高氏が博士（社会学）の学位を受けるのにふさ
わしいとの結論を得たのでここに報告する。
